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保育者養成における歌唱教材「オペレッタ」についての一考察
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Ⅰ．はじめに

　幼稚園教諭および保育士養成における歌唱教材
に，「オペレッタ」を取り入れ，発表会を実施して
いる。
　「オペレッタ」はオペラ（歌劇）の流れから発生
したもので，歌唱教材のまとめとして適切である
と考えている。「オペレッタ」は軽歌劇，小型歌劇
とも言われ，馴染みやすい題材で気軽さがある。そ
の，「オペレッタ」はこども達に向けて，音楽劇，
ミュ－ジカル，オペレッタ集として出版されてい
る。童話などを題材にして身近な存在としても親し
まれ，コンサ－トホ－ル，劇場，また映画などのメ
ディアを通しても鑑賞されている。
　オペラは声楽作品であるが，文学的要素，美術的
要素，演劇的要素，舞踊的要素を含んだ総合芸術で
イタリアを発祥として，世界中に広まり，それぞれ
の国の言語，音楽，そして文化，伝統を生かして多
くの作品が生まれている。それだけにオペラは音楽
も豊かで，それぞれの文化を感ずることができ，更
に，楽しみと共に舞台の巧みな変化など，遊びの世
界を感じて夢も広がる。
　そこで，教育課程の音楽「声楽」として，「オペ
レッタ」を取り入れている意味を確認する。
　文部科学省告示の「幼稚園教育要領」，そして厚
生労働省告示の「保育所指針」に示されている保育
内容の５領域の「健康」「人間関係」「環境」「言葉」
「表現」での，「表現」にあたるものとして音楽に
関する活動内容がまとめられているが，それに関し
て，次の一節を引用する。
　「特に，現在の５領域の指導においては，子ども
の発達を多面的にとらえ，一人ひとりのこどもに寄
り添って遊びを豊かにすることが求められていま

す。～中略～「音楽」という教科は「表現」の能力
にかかわってつながりを見て行く必要があるという
ことです」※１
　以上から保育者養成においては表現能力に関わる
全てを備えた「オペレッタ」を取り入れることは意
義がある。それは色々な題材にふれ，音楽により表
現される。語り，歌い，動きとともに音楽の流れを
感じ，共有することのできる良い教材であると考え
る。そして，子ども達にも「オペレッタ」を取り入
れる機会をつくることにもつながっていく。
　そこで，「オペレッタ」の特徴や変遷について研
究し，また，学生が「オペレッタ」を学ぶ過程の調
査をもとに，歌唱教材「オペレッタ」について考察
することを目的に本テ－マを設定した。

Ⅱ．オペラから「オペレッタ」へ，そして子
ども達への「オペレッタ」に

１．オペラについて

　オペラはルネサンス後期の16世紀末，フィレン
ツェのバルディ伯爵邸に集まった文化人のグループ
（カメラータ）により，音楽と文学が融合したギリ
シャ悲劇を復興しようとする試みの結果，生まれ
た。作品は「ダフネ」（1597年）と現存する最古の
オペラ「エウリディーチェ」（1600年）がある。
　オペラは，物語全体を歌唱中心に表現して，管弦
楽の伴奏を伴い，劇が進行していく総合芸術であ
る。歌唱は，登場人物の感情を表現するアリア（独
唱），対話を表現する重唱，群集の表現がなされる
合唱，語るように歌われる会話表現をするレチタ
ティーヴォといわれる部分に分かれている。
　古典的なオペラは，独唱，重唱，合唱のそれぞれ
が独立し，レチタティーヴォでつながれていた。し
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かし時代がすすむにつれ，徐々に，アリアとレチタ
ティーヴォの区別もゆるやかになり，形式も多用に
なり規模の大きなオペラ作品が作られるようになっ
た。
　オペラの内容はオペラセリア（神話やローマ時
代の内容）とオペラブッファ（世俗的な内容を取
り上げた喜劇風のもの）という二つの流れに分か
れていった。オペラブッファは18世紀の中頃，イ
タリアでオペラの幕間におこなわれていた即興喜劇
から発達したものである。作品はオペラセリアとし
てヴェルディ作曲の「椿姫」等，オペラブッファと
してモーツァルト作曲の「フィガロの結婚」等があ
る。

２．「オペレッタ」について

　オペラブッファはフランスではオペラコミック
となる。「オペレッタ」は19世紀半ばにパリで起こ
り，当時フランスでは，オペラ・コミックに抒情的
な要素が加わるようになった。他に，よりフランス
的精神を示したグランドオペラも生まれ，これには
華やかなバレエがあり，舞台が必要以上に飾り立て
られ，音楽を極度に誇張するなどして芸術性が少な
くなっていった。
　19世紀にはオペラ・コミックとグランドオペラ
の本質的な相違が曖昧になり，その結果，パリの民
衆は新たな喜劇的なオペラを望むようになる。
　その要望に答える形で「オペレッタ」が生まれ
た。特徴は，軽快な舞曲から材料を多く借用して，
強烈な風刺とユーモアがあり，大衆になじみやすい
作品が多い。代表的な「オペレッタ」の作曲家とし
てはオッフェンバックの「天国と地獄」（1858年）
がある。
　19世紀後半には，その中心がウィーンへと移り，
ウィンナ・オペレッタが確立された。作品として
「こうもり」(1874年 ) 等がある。20世紀になると
音楽も国際色豊かなものに変わり，作品として，レ
ハールの「メリー・ウィドウ」（1905年）などがあ
る。
　その後，「オペレッタ」に影響され，歌よりも激
しい演技や踊りが中心となるミュ－ジカルがアメリ
カで誕生し，発展した。
　そして，日本ではこれらの流れの影響を受け，日
本独自のものができ，現在に至っている。

３．子ども達への「オペレッタ」について

　日本における歌の歴史，歌唱指導の歴史の中か
ら，ここでは子ども達に向けた音楽劇「オペレッ
タ」が作曲され，上演された変遷を文献と楽譜から

考察する。そこで３人の作曲家の「オペレッタ」に
対する考えをここに参照していく。
１）作曲家，藤田妙子の「オペレッタ」について

「幼児の表現活動の総合されたものとして，近来幼
児劇がさかんにおこなわれるようになりました。こ
の中で音楽劇「オペレッタ」と舞踊劇は幼児に最も
適したものと思われます。なぜなら，元来幼児に
個々のセリフをいわせることは，音量の点ばかりで
なく色々と無理や弊害があります。わざとらしい強
制された表現になったり，また主役ばかり目立って
大多数の子どもはかすんでしまったりします。この
点オペレッタ（音楽で劇が進行するもの）や舞踊劇
は１クラス全員または何クラスもの合同でできます
し，大ぜいで歌やおどりの表現をするのですから，
どの子どもも楽しんで参加することができます。　
～　中略　～幼稚園や保育所，或いは小学校低学年
の子どもたちと先生によって，みんな喜々として楽
しく劇中に溶け込んで歌ったりおどったりする姿が
目に浮かんできます。
　子どもたちの澄み切った，美しい，ひたむきな
姿，概念的でない新鮮な表現がそこにいきいきと躍
動することでしょう。」※２
２）作曲家，小林純一の「オペレッタ」について
当時，子どもの歌の流れとして，作曲家，小林純
一（1911～1982）は「童謡」に代わる言葉として
「子どもの歌」を定義した。子どもを「小さな子ど
も」「未熟者」として捉えるのではなく，独自の生
命の輝きと可能性をもった社会的存在として捉え，
子どもへの密着と子どもの欲望，感情，想像を現代
の言葉で歌うということを主張し，作品に「手をた
たきましょう」といった手遊び歌がつくられた。
　次に1957年頃に，藤田妙子の「オペレッタ」指
導講習会を見学した時に書かれた文章に「オペレッ
タ」に対しての考え方が述べられている。
　幼児教育に携わっているだけにその愛情が伝わる
ことや詩と音楽，おどりと劇，もっと広げれば絵と
工作，それらを総合して生活経験を豊かにする表現
教育というのが，幼児「オペレッタ」の目的と繋
がっているとしている。また，「オペレッタ」はい
ろいろと応用範囲も広いが，同時に難しいものであ
ること，理想的な「オペレッタ」とはどういうもの
であるべきかは人によって，見方はさまざまのよう
である。と言った内容であった。
３）作曲家，西崎嘉太郎の「オペレッタ」について

「子どもたちから，もしも「動き」を取り除いたと
したら，一体何が残るでしょう。子どもたちから
「音楽」を取り上げてしまったら，いや，果たして
そのような生活が考えられるでしょうか。
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子どもたちは「動き」の中で考察し，「遊び」の中
で学習し，「音楽リズム」の中でこそ心身ともに成
長して行くのです。
　それらの全てを総合したものが，古来からの「わ
らべうた」であり，「音楽あそび」であり，更に少
しばかりのスト－リ－を与えたものが「音楽劇」
「舞踊劇」であり「ミュ－ジカル」であり，「オペ
レッタ」であるわけです。どうぞのびのびと上演し
て，子ども達の心身を，美しく，たくましく，伸ば
してやってください。」※３
　以上からも「オペレッタ」について，音楽と劇の
発展経緯を理解することができる。

４．音楽教育で試みられた「音楽づくり ＊１」について

　「オペレッタ」作成過程でも参考となる「音楽づ
くり」についての，事例をあげる。

１）サウンドスケ－プ ＊2（音の風景）は，カナ
ダの，Ｒ・マリ－・シェ－ファ－によって唱えら
れた造語に対して試みられた「音楽づくり」で，
その事例は紙によるもの，擬音だけによるもの，
自分の名前を声の表情をつけて表現するもの，楽
器の奏法を工夫した表現によるものなどがある。
２）お話と音楽
　乳幼児期への音楽として，幼児歌唱表現への導
入でのお話は興味づけ，動機付けとして大変に重
要である。いわゆる “歌いたくなる気持ち” を持
たせることが大切である。　

「導入としては次のような事柄が重要になってく
るであろう。

（1）幼児のまわりにある音や物などから，きっ
かけをつかむ。

（2）歌の内容について，幼児たちと話し合う。
（3）歌に関係したお話しや幼児のイメ－ジを広
げておく。
　幼児が「もっと歌いたい」「歌うのって大好き」
と言ってくれるように，保育者はお話しをし，子
どもの音楽環境をつくらなければならないのであ
る。」※４
３）「モノドラマ合唱」の手法を改作した「音楽
づくり」
小学校での国語科や「総合的な学習の時間」を活
用して，そうした時間との融合で，「モノドラマ
合唱」の手法を用いた「音楽づくり」が考えられ

る例から，モノドラマ合唱について引用する。
　「「モノドラマ合唱」とは，山本文茂が発案した
もので，本来は，語源の「モノドラマ」である
「独白劇」，「一人芝居」が転じて，「音楽と語り
が一体となった表現形式」，すなわち「せりふに
付された器楽伴奏音楽」に，「フィナ－レ」とし
て「せりふ」に関連した合唱曲をつなげて完成す
るものです。「モノドラマ」の代表的なものとし
てシェ－ンベルクの≪月に憑かれたピエロ≫があ
げられますが，その表現形式による部分に，その
歌詞の内容に関連した合唱曲を新たに作詞，作曲
し，「フィナ－レ」としてつなげたものが「モノ
ドラマ合唱」ということになります。」※５

　以上，音楽と劇との融合への取り組みが音楽教育
の場で実践された例を挙げた。こうした取り組みは
「オペレッタ」と類似したものである。歌（音楽）
と他の領域（教科）との関連は深い。教育現場から
発展してきた総合的な教育によって，音楽の応用が
広まり，日本における「オペレッタ」作りにも影響
し合った流れが窺える。
　近年では文学的要素，映像からの影響も大きく，
ウォルト・ディズニ－などのアニメと合わせた音楽
も親しまれている。これは保育者養成でのオペレッ
タ題材選択，選曲にも影響を及ぼしている。
因みに，学生のオペレッタの演目をあげる。

１位：シンデレラ
２位：白雪姫
３位：オズの魔法使い，ピーターパン，不思議の
国のアリス

　（本学幼児保育学科過去４年間オペレッタ上演回
数上位３位より）
他に，ライオンキング，美女と野獣などもあり，音
楽もジャズの流れでダンスの動きも斬新なミュ－ジ
カルジャンルのものもある。

Ⅲ．保育者養成における「オペレッタ」活動に
ついて

１．保育者養成からみる

　１）ねらい　
（１）歌う機会を多く作る（２）歌う経験を豊かな
ものにする（３）歌うことでこども達との交流を豊
かにする力を養う（４）共に一つの作品を作る力の

保育者養成における歌唱教材「オペレッタ」についての一考察

＊１　「音楽づくり」については、吉富　功修（編）（２０１０）『小学校音楽科教育法　学力の構築をめざして』　ふくろう出
版２３－２７頁に記載されている。

＊２　サウンドスケ－プ［Ｓｏｕｎｄｓｃａｐｅ］はＲ・マリー・シェーファー［Ｒ ・ Ｍｕｒｒａｙ　Ｓｃｈａｆｅｒ］ ［１９３３～］が提唱。《音の風
景》



4

育成（話し合う力，コミュニケ－ションを図るこ
と・保育内容５領域，他の教科との関連性から総合
的な見方ができること）
　２）歌唱力のねらい

（１）スト－リ－に合った音楽から自然な歌唱力が
身につく（２）物語の配役で客観的観察から，歌唱
にも展開がみられる（３）配役に合わせたアンサン
ブルが自然に体験できハ－モニ－感覚が育ち，歌唱
力も増す（４）会話，レチタティ－ヴォ，独唱，重
唱，合唱等，参加できる

Ⅳ．オペレッタに参加しての調査

１．過去４年間のオペレッタ活動の調査
１）調査方法
調査時期：２００７～２０１０年
対象：２００７年から２０１０年までの本学幼児保育学科開
講科目「音楽Ⅱ声楽」履修者のうち２５１名を抽出
調査方法：オペレッタ発表会が終わった後の感想に
ついてアンケート用紙を配布し回収
２）調査結果
図１は，「オペレッタ」発表会が終わった後の感想

笠　井　キミ子・鶴　田　智　子・久　原　広　幸
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①大変だったがやってよかった

②オペレッタで表現するのは楽しい

③オペレッタは物語性があるのでよい

④歌をうたうのが楽しかった

⑤動きで表現するのが楽しかった

⑥配役の決定が難しかった

⑦役を演じる事で声も出しやすかった

⑧歌とお話の声の出し方を工夫できた

⑨演技表現が難しかった

⑩ストーリーの組み立てが難しかった

⑪舞台演出が大変だった

⑫グループ活動が大変だった

⑬グループで協力体制が学べた

⑭やって行く内に班のまとまりを感ずる事ができた

⑮全般的には楽しくやることができた

⑯オペレッタで自分自身に発見するものがあった

図１．オペレッタ発表を終えて（複数回答可）
（対象：２００７～２０１０年幼児保育学科「音楽Ⅱ声楽」履修者のうち２５１名）
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を①～⑯項目（図１参照）に分類し調査したものの
過去４年間のデータである。図１では，①大変だっ
たがやってよかった，が最も多く９８．８％で，次に多
かったものが，⑮全般的には楽しくやれることがで
きた，の８８．８％である。また，②「オペレッタ」で
表現するのは楽しい，も８１．７％と多い。次に多かっ
たのが，グループ活動面の⑬グループで協力体制が
学べた，が８４．９％，⑭やっていく内に班のまとまり
を感ずる事ができた，が８３．３％となっている。以
下，⑨演技表現が難しかったが７６．９％，④歌をうた
うのが楽しかった，が７１．７％という結果になってい
る。また，最も少なかったものが，⑥配役の決定が
難しかった，が１０．０％となっている。
　ここで，問題となるのは，演技表現が難しかった
が多かったことである。それは客観的にみる習慣の
不足ではと考える。観察して表現に向かっていく過
程でつまずきがあったのであろう。しかしながら，
発表時にはそれぞれにしっかり表現できていたの
で，乗り越えてつかんでいったと評価したい。
２．本年度のオペレッタ活動の調査
１）授業による「オペレッタ」活動の流れ
　（１）授業の進め方
　（２）グル－プ構成，リ－ダ－選出，題目の設定
　（３）題目に合わせたスト－リ－作成（２０分間単
位での），配役決定，音楽の決定
　（４）台本の読み合わせ，音楽の譜読みから歌唱
　（５）３回のリハ－サル（コメント指導），本番

保育者養成における歌唱教材「オペレッタ」についての一考察

（準備，片づけ），他のグル－プ間の鑑賞，感想文
（反省を含む）
２）調査方法
調査時期：２０１０年４月～７月
対象：本学幼児保育学科開講科目「音楽Ⅱ声楽」履
修者６６名（本年度）
調査方法：授業時（１５回とオペレッタ発表会）アン
ケート用紙配布回収
アンケート調査内容：

［第1調査］「オペレッタ」を始めるにあたってから
テ－マが決まるまで，５回にわたって調査

問１．オペレッタはどんなものか知っています
か？
問２．オペレッタをするにあたって
問３．先輩のオペレッタを鑑賞して思ったこと
問４．テ－マ（題目）を決めた理由
問５．配役が決まって思ったこと

［第2調査］幼稚園実習 ＊３で「オペレッタ」に関連
して学んだこと，感じたことについて

［第３調査］リハ－サル（全3回）の状況
［第４調査］オペレッタ発表後に感じたことについ
て
３）調査結果と考察

［第１調査］の全体的な経過（図２，図３，図４，
図５，図６）と問１．において，「オペレッタ」を
知らない（図２）と回答した学生の発表までの推移
（図７，図８，図９）をみる。

①よく知っている

1.5%

②知っている

13.6%

③少し知っている

16.7%

④あまり知らない

44.0%

⑤知らない

24.2%

＊３　５月下旬から６月上旬に亘り実施された。

図２．オペレッタはどんなものか知っていますか？
（対象：本年度幼児保育学科「音楽Ⅱ声楽」履修者６６名）
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　図３．「オペレッタをするにあたって」上位３位

１　位 やれるか心配だが、やってみようと思う 72.7％

２　位 保育者といて必要な内容だと思う 39.4％

３　位 オペレッタを一緒に作るグループ活動は楽しいと思う 37.9％

　図４．「オペレッタを鑑賞して思ったことについて」上位３位

１　位 楽しそう ７７．３％

２　位 先輩たちはよくやっていた ７１．２％

３　位 自分はやれるかどうか心配になったがやってみたい ５４．５％

　図５．「どのような理由でこのテーマ（題目）になりましたか？」上位３位

１　位 みんなが知っている題目だから ７２．７％

２　位 みんなが好きな題目だから ３９．４％

３　位 是非やってみた題目だから ３７．９％

　図６．「配役が決まって思ったことについて」上位３位

１　位 充分に表現できるか、心配だがやってみようと思う ８４．８％

２　位 それぞれの配役は大切な役割になると思うのでしっかりやりたい ５０．０％

３　位 演じるのが楽しみだ ４７．０％

　図２は，〔第１調査〕問１．「オペレッタ」はどん
なものか知っていますか？に対する結果を示してい
る。（図２参照）
　図３は，〔第１調査〕問２．「オペレッタ」をする
にあたって，についてアンケートを調査し，上位３
位を示したものである。最も多かったのが「やれる
か心配だが，やってみよう」で72.7％が回答して
いる。
　図４は，〔第１調査〕問３．「オペレッタ」を鑑賞
して思ったことについて，のアンケートを調査し，
上位３位を示したものである。授業時に「オペレッ
タ」発表会（主に昨年の学生が発表したもの）のビ
デオを上映し，思ったことについて調査した。１
位の楽しそう，が77.3％，２位の先輩たちはよく
やっていた，が71.2％と，共に多い結果となって
いる。
　図５は，〔第１調査〕問４．どのような理由でこ
のテーマ（題目）になりましたか？という質問に対
する回答の上位３位を示したものである。どのよう
なテーマ（題目）をするのか各グループで話し合わ

せ，テーマ決定の理由を調査した。１位が，みんな
が知っている題目だから，で７２．７％が回答してい
る。
　図６は，〔第１調査〕問５．配役が決定して思っ
たことについて，のアンケートを調査し，上位３位
を示したものである。テーマ（題目）が決定した
後，それぞれの学生が何の役を担当するかを各グ
ループで話し合わせ，配役決定後の思ったことにつ
いて調査した。１位が，充分に表現できるか，心配
だがやってみようと思う，８４．８％である。
これまでの〔第１調査〕の経緯として，学生のオペ
レッタの認知度は低く，オペレッタのことはあまり
知られていない。オペレッタを鑑賞した後は，「オ
ペレッタ」は楽しそうと思うのがほとんどである
が，自分がやれるか心配になったという意見も５０％
を超えている。また，テーマ（題目）の決定理由に
ついては，みんなが知っている，という意見が多
い。配役が決定して思ったことについてはほとんど
が，充分に表現できるか，心配だがやってみようと
思う，という意見が多かった。



7保育者養成における歌唱教材「オペレッタ」についての一考察

以上より，「オペレッタ」をするにあたって，やれ
るかどうかと心配したが，先輩のビデオを観賞して
楽しく感じたことが分かる。ただ，テ－マの決め方
について，皆が知っているので決定している点にや
や安易さが見られる。
　図２は，〔第１調査〕問１．「オペレッタ」はどん
なものか知っていますか？に対しての結果であり，
その中で，５段階調査最下位の⑤知らない，と回
答した２４．２％のみを抽出し，発表までの経緯の
結果から考察した。その数値を図７では問２につい
て，図８では問３について，図９では［第３調査］
「オペレッタ」発表を終えての設問に対して結果を
示す。
　図７は，〔第１調査〕問２，「オペレッタ」をする
にあたって，のアンケート①～⑥項目（図７参照）

に分類し調査したものである。８１．３％が④やれるか
心配だが，やってみようと思う，と回答している。
他の項目についてはどれも少なく，「オペレッタ」
についてまだ漠然とした状況である。
　図８は，同授業時に〔第１調査〕問３．先輩の
「オペレッタ」発表会のビデオ鑑賞で思ったこと
について，①～⑥項目（図８参照）に分類し調査
したものである。この調査では，⑥楽しそう，が
７５．０％，①先輩はよくやっていた，が６８．８％という
回答に対して，④子どもたちにも指導することにな
るので経験しておきたい，が２５．０％や，⑤保育現場
で子どもたちにも指導してみたい，が１２．５％と少な
い結果になった。
　図９は，「オペレッタ」発表会が終わった後の感
想を①～⑯項目（図９参照）に分類し調査したも

25.0%

12.5%

18.8%

81.3%

6.3%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①保育者として必要な内容だと思う

②是非してみたいと思う

③一度はしてみたいと思う

④やれるか心配だが、やってみようと思う

⑤いろんな役になって歌って演技もしてみたいと思う

⑥オペレッタを一緒に作るグループ活動は楽しいと思う

68.8%

43.8%

56.3%

25.0%

75.0%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①先輩はよくやっていた

②自分もしてみたい

③自分はやれるかどうか心配になったがやってみたい

④子どもたちにも指導することになるので経験しておきたい

⑤保育現場で子どもたちにも指導してみたい

⑥楽しそう

図７．オペレッタをするにあたって（複数回答可）
（対象：図２「⑤知らない」と回答した人）

図８．オペレッタを鑑賞して思ったことについて（複数回答可）
（対象：図２「⑤知らない」と回答した人）
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のである。この調査では１００．０％が①大変だったが
やってよかった，と回答している。２番目に多かっ
た回答は，⑨演技表現が難しかった，の９３．８％で，
３番目に多かった回答は，⑬グループで協力体制が
学べた，の８１．３％である。以下，②「オペレッタ」
で表現するのは楽しい，④歌をうたうのが楽しかっ
た，⑭やっていく内に班のまとまりを感ずる事がで
きた，は同様に６２．５％となっている。

［第2調査］幼稚園実習で「オペレッタ」に関連し
て学んだこと，感じたことについて

　［第２調査］幼稚園実習（以下，実習と略す）で，
「オペレッタ」に関連して学んだこと，感じたこと
を①～⑯項目（図１０参照）に分類し調査した。
　図１０の調査では，⑧や⑩（図１０参照）のように実
習終了後「オペレッタ」活動に意欲的な意識を持っ
ている傾向に加え，③オペレッタをすることで，保
育者として歌への関心も高まると思った，や，④オ
ペレッタは物語（絵本など），制作 ( お絵描きなど )
もあり，保育上関心を持つ機会にもなると思った，
が共に６０％を超えている。このことから，実習で現

笠　井　キミ子・鶴　田　智　子・久　原　広　幸

100.0%

62.5%

56.3%

62.5%

50.0%

0.0%

25.0%

18.8%

93.8%

31.3%

31.3%

56.3%

81.3%

62.5%

56.3%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①大変だったがやってよかった

②オペレッタで表現するのは楽しい

③オペレッタは物語性があるのでよい

④歌をうたうのが楽しかった

⑤動きで表現するのが楽しかった

⑥配役の決定が難しかった

⑦役を演じる事で声も出しやすかった

⑧歌とお話の声の出し方を工夫できた

⑨演技表現が難しかった

⑩ストーリーの組み立てが難しかった

⑪舞台演出が大変だった

⑫グループ活動が大変だった

⑬グループで協力体制が学べた

⑭やって行く内に班のまとまりを感ずる事ができた

⑮全般的には楽しくやることができた

⑯オペレッタで自分自身に発見するものがあった

図９．オペレッタ発表を終えて（複数回答可）
（対象：図２「⑤知らない」と回答した人）
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場に出て，「オペレッタ」が保育に有効であると感
じた事が分かる。
　［第３調査］リハ－サル（全3回）の状況

「オペレッタ」発表会の前に全３回に亘り，リハー
サルを行った。その際に調査したアンケート（リ

ハーサルが終わって思ったことについて自由記述に
より回答）の結果について述べる。リハ－サルでは
班ごとに実施して指導者は助言をして，意見交換を
している。
　第１回目リハーサルの感想は，ステージで演技を

保育者養成における歌唱教材「オペレッタ」についての一考察

25.8%

18.2%

60.6%

62.1%

22.7%

27.3%

13.6%

66.7%

47.0%

65.2%

56.1%

1.5%

0.0%

31.8%

39.4%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①オペレッタ発表に向けての意欲ややる気になるものに出会えた

②子ども達と一緒に過ごして一緒にオペレッタをすることができると思った

③オペレッタをすることで、保育者として歌への関心も高まると思った

④オペレッタは物語（絵本など）、制作（お絵描きなど）もあり、保育上関心

を持つ機会にもなると思った

⑤子供たちが歌う歌をまとめて音楽劇（オペレッタ）風にして教材にするこ

ともできると思った

⑥子ども達はよく歌っていたので歌唱教材のレパートリーを広げてオペレッ

タにしたいと思った

⑦各年齢の発達からの違いはあるが、縦割りでもオペレッタ作成は歌唱力

育成にもなると思えた

⑧終了後、オペレッタを頑張ろうと思った

⑨終了後、オペレッタでしっかり歌いたいと思った

⑩終了後、オペレッタで自分の配役をしっかり演じたいと思った

⑪終了後、２年次でもあるので友人と大いに歌って、オペレッタを思い出に

なるようにしたいと思った

⑫園のご指導からオペレッタのことについて聞くことができた

⑬園のご指導からオペレッタは保育教材にしているといった話を聞くことが

できた

⑭オペレッタ発表に向けての手がかりになるものには出会えなかった

⑮課題などに一生懸命でオペレッタのことを考えることはできなかった

⑯歌うことが余りなかったのでオペレッタへの意識は余り持てなかった

図 10．幼稚園実習でオペレッタに関連して学んだこと、感じたこと（複数回答可）
（対象：本年度幼児保育学科「音楽Ⅱ声楽」履修者６６名）
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することの難しさを感じた，や，全体を通したこと
で，今後やっていくことが見えてきた，といった回
答が多かった。これに加え，まだ，全体を通すこと
に無理があった，という回答も比較的多かった。
　第２回目リハーサルの感想は，ピアノ伴奏の大切
さがわかった，や，自分の役と班活動での役割を
しっかりやりたい，という回答が多かった。
第３回目リハーサルの感想は，本番は観客が楽しい
と思ってもらえるような発表をしたい，や，本番に
向けて緊張が増してきた，といった本番に向けての
回答が多かった。また，ステージで演技することの

楽しさと難しさを感じた，や，３回リハーサルをし
たことで，全体のまとまりがでてきた，や，３回リ
ハーサルをしたことで，本番は更に楽しんで発表し
たいと思えるようになってきた，などの回答も多
かった。
　［第４調査］オペレッタ発表後に感じたことにつ
いて
図１１は，「オペレッタ」発表会が終わった後の感想
を①～⑯項目（図11参照）に分類し調査したもの
である。９５．２％の学生が，①大変だったがやってよ
かった，と回答している。そのほか，⑮全体的には

笠　井　キミ子・鶴　田　智　子・久　原　広　幸

95.2%

66.7%

60.3%

65.1%

52.4%

14.3%

38.1%

31.7%

74.6%

47.6%

49.2%

60.3%

69.8%

69.8%

76.2%

49.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①大変だったがやってよかった

②オペレッタで表現するのは楽しい

③オペレッタは物語性があるのでよい

④歌をうたうのが楽しかった

⑤動きで表現するのが楽しかった

⑥配役の決定が難しかった

⑦役を演じる事で声も出しやすかった

⑧歌とお話の声の出し方を工夫できた

⑨演技表現が難しかった

⑩ストーリーの組み立てが難しかった

⑪舞台演出が大変だった

⑫グループ活動が大変だった

⑬グループで協力体制が学べた

⑭やって行く内に班のまとまりを感ずる事ができた

⑮全般的には楽しくやることができた

⑯オペレッタで自分自身に発見するものがあった

図 11．オペレッタ発表を終えて（複数回答可）
（対象：本年度幼児保育学科「音楽Ⅱ声楽」履修者６６名のうち６３名回収）
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楽しくやることができた，や，⑨演技表現が難し
かった，などが上位を占めている。また，②オペ
レッタで表現するのは楽しい，と，④歌をうたうの
が楽しかった，が共に６０％を超えている。
　ここで特に気になったのは，⑨演技表現が難し
かった，である。演技と歌うこととの関係について
の指導助言が必要であったことが，反省された。

Ⅴ．まとめ

　ヨ－ロッパの伝統的オペラの変遷から，日本にお
ける「オペレッタ」についての流れや影響，捉え方
を文献により考察した。そして，保育者養成におけ
る大切な指導教材であると認識した。
　「オペレッタ」は物語により展開される台本に音
楽の要素が加わることで，より内面的なものから，
外面的な表現へと至っていき，そこで培われる精神
力は何ものにも変え難い。それは授業での調査結果
からも分かるように，最初は不安げな様子であった
学生が，だんだんと興味関心をもって，「オペレッ
タ」に取り組む姿勢へと変わっていったことからも
示されている。
　授業の進め方は，過去の学生の演じた「オペレッ
タ」の鑑賞，グル－プ編成，リ－ダ－決定，テ－マ
の決定，配役の決定，スト－リ－の決定，音楽選択
の順となる。その後，役割分担，ナレ－ション，器
楽，背景の設定，そして語り，独唱，合唱へと全体
をまとめていく。
　近年，「望ましい集団活動」についての教育的な
課題がある。そこには「話し合い活動」の充実が求
められている。話し合い活動については例えば合唱
コンク－ルも一つの例である。中学校，高等学校で
耳にする活動であるが，その都度，何を目指してい
くかを話し合い，明確にしていかなければならない
集団活動の難しさがある。
　そうした点から，この「オペレッタ」は総合的な
活動であり，それぞれの特性を生かしながらも全体
のバランスを重視するもので，集団活動を進めるに
良い教材であると考える。
　最後にまとめとして，「オペレッタ」では，歌と
して “先ず歌うこと”，“歌を楽しむこと”，“歌で心
を表現すること”，“歌と表現のバランスをとるこ
と”，そして，演技として “配役になり表現するこ
と”，“スト－リ－を理解して全体のリズムにのって
いく” ことを学んでもらいたい。更に，“作品を作
りあげる過程で培われる協力精神”，“発表すること
での達成感” から，声楽を中心とした総合的な力が
あることを実感し，共有してもらいたい。

「オペレッタ」発表時，発表後の表情は輝き，達成
した喜びにあふれ，そこには，幾重にも成長した姿
をみることができる。
　「オペレッタ」のもっている総合芸術としての役
割が，上演に辿り着く過程において，上演者の気持
ちとなり全身で表現され浸透していく様子を，指導
者として立ち会いながら，またアンケ－ト調査結果
を考察しながら，しっかりと感じとっている。
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